
かけはし～平和の詩『これから』から考えよう～第６３号 

６月２３日に沖縄県糸満市の平和祈念公園で『沖縄全戦没者追悼式』が戦没者の追悼と

恒久平和を祈念して開催されます。なぜ、６月２３日なのでしょうか。アジア太平洋戦争は８月 

１５日が終戦記念日になっており、呼び名は様々ですが日本だけではなく韓国や中国も８月１５

日です。沖縄では地上戦が行われ、日本とアメリカ合わせて約２０万人・一般住民９万４千人以

上が犠牲になりました。当時日本軍の牛島満司令官と長勇参謀長が自決し組織的戦闘が終

結したのが６月２３日とされていることから、この日に開催されています。 

６月２３日は、広島に原爆が投下された８月６日・長崎に原爆が投下された

８月９日と同様に戦争という過去の過ちを繰り返してはならないことを確認す

る大切な日だと考えます。８月は夏休みで子どもが登校しないので、６月２３日や１２月８日（パ

ールハーバー）は平和について子どもたちと一緒に考えることができる大切な日だと考えます。 

６月２３日の追悼式では、毎年『平和の詩』の朗読があります。２０２４年は高校３年生の仲間

友佑（ゆうすけ）さんが『これから』と題した『平和の詩』を朗読してくださいました。朗読の中

に「抜けるような青空を 飛行機が横切る 僕にとってあれは 恐れおののくものではない 僕ら

は雨のように打ちつける 爆弾の怖さも 戦争の『せ』の字も知らない」との詞があります。仲間

さんは親族から戦争体験を直接聞く機会はなく、幼いころに受けた平和学習はどこか人ごとだ

ったそうです。しかし、成長し世界に関心をもつにつれ「戦争は過去のものではない」と実感し

あらゆる世代に伝わって欲しいとの思いで『これから』をつづられました。 

平和学習は大切だと考えているが具体的にどのように進めればいいのか悩んでおられる方

はおられるのではないでしょうか。ＮＩＥ実践校に指定されている小学校の平和学習担当者   

１１１名が回答したアンケートによると「原爆や戦火の記憶に関する平和学習を展開する上で、

困難に感じることはあるか」との質問に２１名が「ある」、５６名が「どちらかと言えばある」と回

答しています。実に６９％の方が困難を感じておられます。理由として「授業者の知識が不足し

ている」「戦争体験者の話を聞く機会の確保が難しい」との回答が目立ったそうです。 

沖縄県名護市で小学校２年生を担当された２７歳の先生の実践の一部を紹介します。６月２

３日の事前学習では、元白梅学徒隊の中山きくさんの戦争体験を基にした絵本『きくさんの沖

縄戦』の読み聞かせをされました。怖そうな表情を浮かべたりした子どもたちは「戦争をしたく

ない子どもたちまで巻き込まれてかわいそう。」などの感想をつづったそうです。授業者は「自

分の知識が乏しいと不安もあったが、授業を終えて体験していない者同士が平和のバトンをつ

ないでいくことの大切さを改めて感じた。」と語っておられます。 

８０年が経ち、核の恐怖や戦争の悲惨さを訴える体験者の貴重な声が聞けなくなっている現

実があるなかで、広島平和記念資料館はホームページで被爆体験講話を視聴できるようにし

ています。学校での平和学習は子どもたちが自分事として捉えるための貴重な機会です。戦争

体験のない私たち世代の教職員が、記録や資料から子どもと共に平和について考え、伝えるこ

とを大切にすることは、仲間さんの思いとも重なると考えます。            人権・地域教育課 


